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資料 1　調査団員・氏名

　　1 総括　：　横倉　順治　（現地調査：平成14年11月16日 ～ 平成14年11月20日）

国際協力事業団セネガル事務所　無償資金協力調査員

　　2 計画管理　：　田中　顕士郎　（現地調査：平成14年11月9日 ～ 平成14年11月23日）

国際協力事業団　無償資金協力部業務第３課

　　3 船舶機械調査　：　菅野　毅　（現地調査：平成14年11月9日 ～ 平成14年12月23日）

オーバーシーズアグロフィッシャリーズコンサルタンツ株式会社

　　4 船舶運行管理　：　森下　文彦　（現地調査：平成14年11月9日 ～ 平成14年12月23日）

オーバーシーズアグロフィッシャリーズコンサルタンツ株式会社

　　5 交通事情調査　：　荒川　浩一　（現地調査：平成14年11月9日 ～ 平成14年12月13日）

日本工営株式会社

　　6 通訳　：　安土　和夫　（現地調査：平成14年11月12日 ～ 平成14年12月7日）

財団法人日本国際協力センター



資料 2　調査行程

日順 月日 曜日 団員移動内容 宿泊地 調査内容

1 11/9 土
田中、菅野、森下、荒川団員日本
発

パリ

2 11/10 日
田中、菅野、森下、荒川団員ダ
カール着

ダカール

3 11/11 月
田中、菅野、森下、荒川団員バン
ジュール着

バンジュール JICAセネガル事務所打合せ

4 11/12 火
安土団員日本発 バンジュール ガンビア外務省、公共土木通信省、ガンビア港湾

局に質問票提出

5 11/13 水
安土団員ダカール着 バンジュール／ダカール ガンビア港湾局と質問票協議、バンジュール市内

造船所調査

6 11/14 木
田中、菅野、森下、荒川団員ダ
カールへ移動（陸路）

ダカール 現地踏査（バンジュール－トランスガンビア－ダ
カール）

7 11/15 金 ダカール セネガル設備交通省表敬、ダカール造船所と協議

8 11/16 土

横倉団長バンジュールへ移動（空
路）
田中、菅野、森下、荒川団員バン
ジュールへ移動（陸路）

バンジュール 現地踏査（ダカール－バラ－バンジュール）

9 11/17 日
森下、荒川、安土団員ダカール
へ移動（空路）

バンジュール／ダカール 現地踏査、団内打合せ

10 11/18 月
バンジュール／ダカール サイト調査、公共土木通信省、ガンビア港湾局と協

議、現地調査、関連部局にて資料収集

11 11/19 火
横倉団長、田中団員ダカールへ
移動（空路）

バンジュール／ダカール 協議議事録調印式、団内打合せ、現地調査、関連
部局にて資料収集

12 11/20 水
バンジュール／ダカール／
機中

日本大使館報告、JICAセネガル事務所報告、現地
調査、関連部局にて資料収集

13 11/21 木
田中団員ダカール発 バンジュール／ダカール／

機中
現地調査、関連部局にて資料収集

14 11/22 金 田中団員パリ経由 バンジュール／ダカール 造船所調査、関連部局にて資料収集

15 11/23 土
田中団員日本着
森下、荒川、安土団員バンジュー
ルへ移動（空路）

バンジュール

16 11/24 日 バンジュール 資料整理、団内打合せ
17 11/25 月 バンジュール バラジャリー号機関部調査、資料収集

18 11/26 火
荒川、安土団員トランスガンビア
へ移動

バンジュール／トランスガ
ンビア

バラジャリー号電気部調査、資料収集

19 11/27 水
バンジュール／トランスガ
ンビア

報告資料作成、資料収集、交通調査

20 11/28 木
バンジュール／トランスガ
ンビア

報告資料作成、資料収集、交通調査

21 11/29 金
荒川、安土団員バンジュールへ
移動

バンジュール ガンビア港湾局と中間協議、現地調査、資料収集、
資料分析

22 11/30 土 バンジュール 現地調査、資料分析

23 12/1 日
菅野、安土団員ダカールへ移動
（空路）

ダカール／バンジュール 資料分析、団内打合せ

24 12/2 月
ダカール／バンジュール ダカール造船所、TTS造船所にて協議、現地調

査、ガンビア港湾局、公共土木通信省と協議

25 12/3 火

菅野、荒川、安土団員ダカールよ
りカオラックへ移動（陸路）
荒川団員バンジュールよりカオ
ラックへ移動（陸路）

カオラック／バンジュール 資機材納入業者との協議、現地調査

26 12/4 水
菅野団員バンジュールへ移動 カオラック／バンジュール 現地調査、タンバクンダ現地踏査、設備交通省地

方局にて協議

27 12/5 木
荒川団員バンジュールへ移動
安土団員ダカール発

バンジュール／機中 現地調査

28 12/6 金
安土団員パリ経由 トランスガンビア／バン

ジュール
現地調査、資料収集

29 12/7 土
菅野、森下団員トランスガンビア
へ移動
安土団員日本着

トランスガンビア／バン
ジュール

トランスガンビア現地調査、資料分析、報告資料作
成

30 12/8 日
トランスガンビア／バン
ジュール

トランスガンビア現地調査、資料分析、報告資料作
成

31 12/9 月
トランスガンビア／バン
ジュール

トランスガンビア現地調査、公共土木通信省、ガン
ビア港湾局報告

32 12/10 火 荒川団員バンジュール発 トランスガンビア／ダカー トランスガンビア現地調査、報告資料作成

33 12/11 水
荒川団員ダカール発 トランスガンビア／機中 トランスガンビア現地調査、JICAセネガル事務所

報告



日順 月日 曜日 団員移動内容 宿泊地 調査内容

34 12/12 木
菅野、森下団員バンジュールへ
移動
荒川団員パリ経由

バンジュール／機中

35 12/13 金 荒川団員日本着 バンジュール 関連部署との協議、工事仕様書作成、資料整理
36 12/14 土 バンジュール 工事仕様書作成、資料整理
37 12/15 日 バンジュール 工事仕様書作成、資料整理
38 12/16 月 バンジュール 工事仕様書作成、現地調査
39 12/17 火 バンジュール ガンビア港湾局報告、各造船所に見積り依頼
40 12/18 水 バンジュール 報告資料作成、資料整理
41 12/19 木 バンジュール ガンビア港湾局報告
42 12/20 金 菅野、森下団員バンジュール ダカール
43 12/21 土 菅野、森下団員ダカール発 機中 JICAセネガル事務所報告
44 12/22 日 菅野、森下団員パリ経由 機中
45 12/23 月 菅野、森下団員日本着



資料 3 関係者（面談者）リスト及び先方との協議結果 

 

(1) 関係者（面談者）リスト 

1) ＪＩＣＡセネガル事務所 

所     長 小 西 淳 文 

次     長 天 野 真由美 

無償資金協力調査員 横 倉 順 治 

所員 小 森 正 勝 

所員 Mr . Mamadou Aliou Barry 

 

2) ガンビア共和国 

JICA 水産専門家 船 橋 信 践 

O.A.F.I.C.  厚 地 宏 一 

 

外   務   省    外務事務次官代理 Ms. Amie Nyan Alaboson 

公共土木通信省  計 画 局 長 Mr. A.O.Camara 

国 家 環 境 庁  環境情報システム補佐 Mr. Bakary Sonko 

 

3) ガンビア共和国・ガンビア港湾局 (Gambia Port Authority) 

Chairman of Board of Directors(港湾総局長) Mr. Pierre Njie 

Managing Director  (港湾局長) Mr. Adama M. Deen 

Deputy Managing Director (港湾局次長) Mr. Captain A. R. Bah 

Director of Operation Ferries（運航担当役員） Mr. Halifa Babacarr Bah 

Director of Technical Services Ferries（技術担当役員） Mr. Gumbo Touray 

Director of Revenue Generation & Marketing（財務・営業担当役員） Mr. Hali Abdoulie Gai 

Director of Revenue Generation & Marketing（主席士官） Mr. Monar Mergan 

General Manager of Trans Gambia Station (トランス・ガンビア航路総責任者) Mr. Gabisi 

SNR Manager-Maritime Technical Service（技師長） Mr. Abdullahi S. Camara 

Marine Engineer・Superintendent / Banjul （技師） Mr. Malamin F. Cassama 

Marine Engineer・Superintendent Banbatenda (技師) Mr. Alha Abdovue Gay 

Slip Way Superintendent / Banjul Shipyard（船台担当技師） Mr. Beran Sosseh 

 

G.P.A. 関連会社 George & Suns Co. Ltd (社長) / Banjul Mr. James George 

 

4) セネガル共和国 
設備交通省 総合管理局長 Mr. Oumar Kandji 
設備交通省 公共事業局長 Mr. Kalidou Diagne 
設備交通省 内航フェリー総括担当 Mr. Tidjiane 
設備交通省  陸上交通局長 Mr .Babacar Seck 



設備交通省  陸上交通局技術顧問 Mr .Malick Ndiaye 
設備交通省  ダンバクンダ地方局・局長 Mr .Mahmoutte Ndiaye 
設備交通省 海上交通局長 Mr. Abdoul Hamid Diop 

 
経済財務省 経済協力局長 Mr. Daouda Diob 
経済財務省 経済協力局(日本担当) Ms. Dioff Awinoto 

 
道路工事事業団 総裁 Mr. Kebou Ddiaye 
道路工事事業団 技術部長 Mr. Dieuf Ndiaye 
道路工事事業団 ダンバクンダ地方局・局長 Mr .Joseph Cisse 

 
 

ダカール造船所 社 長 Mr. Carlos Augsto D. Pimpao 
ダカール造船所 工 場 長(役員） Mr. Ousmane Wane 
ダカール造船所 営 業 部 長 Mr. Fernando Dias Anjos 

 
T.T.S.造船所 社 長 Mr. Donna Drabo 

 
陸上輸送運転手組合 委 員 長 Mr. Alassane Ndaye 
陸上輸送運転手組合 管 理 部 長 Mr. Gora Khouma 

 
クジ・ティン社 (民間乗用車運送会社・社長) Mr. Consg Tine 

 

ル・ソレイユ新聞社 文書管理課長 Mr. Ibrahim Diouf 
 

マパテ社（建設資材運搬業者） Mr. Dieug Babacar 
 

 

5) ガンビア川流域開発機構 (OMVG: Organisation pour la Mise en Valeur du Fleuve Gambie) 

調査・計画・インフラ部長 Mr.Vieira Justino 



(2) 先方との協議結果 

1) ガンビア共和国・ガンビア港湾局（Gambia Port Authority）との協議結果 

・ 要請内容とその背景について協議すると共に、フェリー運行状況、維持管理状況、修理

状況、ドック状況のヒアリングを行い、現況を確認した。 

・ 改修工事はバンジュール造船所で可能であり、改修工事後の「ガ」国側による本船の適

正な維持管理によって今後 10 年間の就航が可能であることで両者の意見が一致した。 

・ 現在の輸送量から見ても現存大小 3 隻のうち、バラジャリー号およびジェームスアイラ

ンド号の 2 隻で対応が可能であり、この内１隻の休航の場合も小型フェリーと 2 隻によ

る就航時間の延長で対処できる。なお 3 隻同時の運航は短い航路およびフェリーターミ

ナル事情から船の安全性に問題があり、新造船を導入した場合、大型フェリー１隻はま

ったくの予備となる可能性が大である。このような背景から新造船の協議は行われてい

ない。 

・ 本船の維持管理の改善について先方はその必要性を認め、これら管理の改善のため日本

人専門家の派遣について強い要望があった。 

・ フェリーターミナルおよびアプローチ航路の整備の緊急、かつ必要性について協議し、

先方は危機感を持って早急な対策を講ずることになった。当面はバンバテンダターミナ

ルのスリップウエーの損傷部の補修とエリテンダターミナルのアプローチ航路の浚渫で

ある。また、フェリーボート船底部の損傷を避けるため、操船面では離岸時の推進器の

使い方および接岸時の船の保針方法について助言した。 

・ 1996 年に無償資金協力にて調達し、1988 年に就航した 2 隻のフェリーボートより、バラ

ジャリー号がバンジュールの GPA 直営ドックにて改修作業中であることが判明した。 

・ GPA 自らの予算措置によって破損した主機関１基と各種パーツを調達、改修にあたり、

ダカールの民間造船所と契約し、必要とする機材はダカールから持ち込み、技能工はダ

カールの造船所から派遣していることが判明した。 

・ トランスガンビアフェリーを含むフェリー運営は 2002 年初めにガンビア公共交通公社

（GPTC）から GPA に所管が変更となり、運営管理・維持管理の改善に努めていること

が明らかになった。 

・ ジェームスアイランド号はトランスガンビア航路にて就航中であり、バラジャリー号の

改修終了後にバンジュールにてドックインする予定であることが確認された。 

 

2) セネガル共和国・関連機関との協議結果 

・ トランスガンビアフェリーはセネガル物流の交通の要所であり、重要な役割を果たして

おり、以前からフェリーボートではなく、橋梁建設の計画をガンビアと協議していたが、

長期に渡り、実現に至っていないことが判明した。 

・ ガンビア川流域開発機構により、1992 年から橋梁の調査を行っていることが判明した。 

・ セネガル国の道路状況では、トランスガンビアの迂回ルートであるカオラック－タンバ

クンダ間の道路改良は実施中であり、現在コムペントム(Kompentonm)まで完了しており、

南北輸送強化政策の一貫として、実施していることが明らかになった。 

・ 2002 年 9 月に海難事故（死者約 1,500 名）のあった南北間外洋航路の運航実態について



ヒアリングを試みたものの、セネガル国にて事故の整理がなされていないため、有力な

情報は得られていなかった。 

 

3) ガンビア川流域開発機構との協議結果 

・ セネガル、ガンビア、ギニア、ギニアビザウにて構成されるガンビア川流域開発機構（本

部：ダカール）にて、ガンビア川架橋計画の進捗について確認した結果、1994 年まで AfDB

のファイナンスにより仏・チュニジアのコンサルタントにより F/Sが実施されたものの、

1997 年にセネガル・ガンビア間の思惑の違いにより計画の実施は当面先送りとなったこ

とが明らかになった。（想定事業費 3,000 万ドル、ファイナンス AfDB） 
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